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第７回 結城南中学校区新設校推進委員会議事録（要旨）  

 

○日  時   令和５年３月２２日（水曜日）午後６時３０分から午後７時１５分  

○場  所   結城市役所 多目的スペース  

○出席委員   委員長 小島 睦   副委員長 関 篤   委員 栗山 良一  

委員 湯本 勝洋   委員 塚田 裕史   委員 村田 則文  

  委員 石﨑 裕子   委員 平間 将之   委員 山中 裕太  

委員 熊谷 誠    委員 大熊 健児   委員 永藤 嘉重  

委員 赤塚 英男   委員 栗原 隆雄   委員 池田 浩一  

委員 小嶋 久男   委員 江連 浩    委員 船橋 清  

委員 上野 豊  

○教育委員会事務局  

教育長 黒田 光浩     教育部長 飯田 和美  

学校教育課長 大木 博   学校再編係長 和泉田 真  

主幹 伊佐岡 真美  

 

●次第  

１ 開会  

２ 委員長あいさつ  

３ 議事  

（１）専門部会の組織及び所掌事項について 

（２）その他 

４ その他  

５ 閉会 
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〇要旨  

１ 開会  

 

２ 委員長あいさつ  

・第６回の会議では基本構想・基本計画（案）について書面による審議の結果、委員から

の指摘や意見はなかったので、変更等はなく基本構想・基本計画を決定した。今後は、

推進委員会の下部組織として専門部会を設置し、新設小学校の設計内容や教育課程、通

学方法などの詳細について協議していくことになるので、引き続きご協力をお願いした

い。今回の会議で令和４年度の推進委員会は終了となり、新年度の所属団体の役員改選

により委員の交代があったら引継ぎ等をお願いしたい。  

 

３ 議事  

（１）専門部会の組織及び所掌事項について 

【事務局説明】  

・結城南中学校区新設校推進委員会専門部会について説明。  

 

【意見】  

・専門部会のおおよその人数と想定スケジュールについて。  

・専門部会の開催にあたって、現場の先生にとっては通常業務に加えて月１回の専門部会

の話し合いや資料準備を求めるのは大変だと思うので十分配慮してもらいたい。  

・各専門部会に教育委員会職員がついて進めていくのか。学校再編コーディネーターはど

のように関与していくのか。特に予算に関することを協議する場合は、教育委員会職員

に関与してもらいたい。  

・教職員のみの会議であればオンラインや書面会議での開催とすれば、移動時間の短縮に

なり負担軽減が図られる。  

・専門部会の学校運営部会で閉校行事や開校行事について検討する場合、現状においても

行事などにＰＴＡ保護者会が関わっているので構成員に入れてほしい。  

・保護者の代表というのはＰＴＡ会長を想定しているのか。  

【意見に対する事務局の回答】  

・教育課程部会、学校生活部会、学校運営部会、施設整備予算部会については、学校の先

生を中心に大体 10 人前後を想定。地域連携部会については専門部会の下部組織として

ワーキングチームを考えており、各学校からＰＴＡ会長、地域の区長、ボランティアの

方で構成し 20 人から 25 人を想定している。専門部会の立ち上げのスケジュールとして

は、団体の役員改選を経た後で委員を推薦いただくため、５月下旬から６月初旬を第１

回目と考えている。基本的な開催回数は、推進委員会については今年度と同様に２か月

に１回の開催で年間５回から６回程度、専門部会については月１回程度、２か月分検討

した内容を推進委員会で協議をしてもらう。  

・専門部会をコーディネートする職員１人を配置し、教職員を中心とした教育課程部会、

学校生活部会、学校運営部会、施設整備・予算部会について専門的に教職員のサポート

をすることを想定している。地域連絡部会については、教育委員会事務局が管理をして

いくことを想定している。  
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・必ずしもＰＴA 会長を構成員とするものではなく、スクールバスや通学路など具体的な

内容を検討していくに当たりＰＴＡ会長と連携が取れる方を想定している。  

 

４ その他  

【意見】  

・学童保育では、現在は小学校の校庭で走ったり鬼ごっこしたり、ボール遊びをしている。

中学校敷地内に建設することで、中学校の部活動をやっている時間と重なるため遊べな

くなるのではないか。思い切り活動できる場所を確保できるように、同時に検討を進め

ていかなくてはいけないと思う。必要に応じて土地の買収も必要だと考える。  

・これまで新設校敷地内に学童施設を設置するという計画が出ているが、スクールバスの

発着を現在の小学校とし学童を設置すれば遊ぶための場所が確保できるのでないか。  

・幼児教育を含めた教育環境を整備し移住・定住を促進する文教ゾーン構想があるが、学

校再編についてはこの構想に沿っていくのか。  

【意見に対する事務局の回答】  

・今現在は新設校の設置のみを検討しているが、今後文教ゾーン設置の進捗状況を見なが

ら検討を進めていく。  

 

教育長あいさつ  

・推進委員の皆様には本日まで７回にわたり慎重なご審議を賜り、お礼申し上げる。特に

小島委員長には厚く御礼申し上げる。皆様の協力により「結城南中学校区新設校基本構

想・基本設計」を無事策定することができた。この基本構想・基本計画は新設校の学校

種や配置構成について定め、結城南中学校との小中一貫教育に関する教育内容を示した

より実践的な計画となっている。今後、この計画に基づき学校再編事業を成功させるこ

とは結城南中学校区のみならず、結城中学校区や結城東中学校区においても大変重要な

ことであると認識している。令和５年度には本推進委員会の下部組織として専門部会を

立ち上げ、９年度開校に向けて新設小学校の設計内容や教育課程、通学方法などについ

て詳細な事項を協議・決定していく。推進委員の皆様にはそれぞれの立場から多角的な

ご意見をいただき、新たな学校づくりに反映していきたい。最後にこの学校再編の中心

はあくまでも子どもたちであることから「すべては将来を担う子どもたちのために」を

念頭に事業を進めていくので、引き続きご理解ご協力をお願いし、御礼とあいさつに代

えさせていただきたい。  

 

 

５ 閉会  

 


